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追求する。
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うわけではない。本論は非常に広範な言語現象を取り上げるが故に、個々の言語・個々の現象のきめ細か
な観察分析は疎かにされていると言わざるを得ず、取りこぼしているデータが若干散見される。また、多
くの言語・現象にあてはまる理論的仮説の提案であるが故に、その理論内における数理的整合性を保つこ
とは非常に難しく破綻が明らかな箇所も少なからずあり、これらの問題点の整備・修繕が今後の課題であ
ると言える。しかし、これらは学問的に博士論文に求められるものを超えるより高いレベルの要求である
と言え、本論の博士学位請求論文としての価値を損なうものでは決してない。
本論の審査委員四名は、論文の審査ならびに2010年月日に実施した口頭試問の結果から、浅野真也
氏が本論文によって博士（言語学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告いたします。
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